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比 較 交 流 論 Ⅱ  ２ 単 位  後 期  

講 師  竹 原 威 滋    2・ 3・ 4 年 次  

【 テ ー マ 、 及 び 授 業 到 達 目 標 】   

テ ー マ ： 説 話 に よ る 東 西 文 化 の 交 流  

授 業 到 達 目 標 ： 説 話 を 通 し 世 界 の 文 化 理 解 を 深 め る 。  

 

【 授 業 概 要 ・ 授 業 計 画 】  

本 講 で は 、 い く ら か の 具 体 的 な 説 話 を 取 り 上 げ て 、 世 界

各 地 に 伝 わ る 類 話 を 紹 介 し な が ら 、 そ の 発 生 、 成 立 、 伝

播 の 問 題 を 考 察 し 、 東 西 文 化 の 交 流 の 素 顔 に 迫 り た い 。  

1.伝 承 文 学 と は ？ （ 神 話 、 昔 話 、 伝 説 、 笑 話 な ど ）  

 2.口 承 文 芸（ 音 声 ）と 書 承 文 芸（ 文 字 ）と 電 網 文 芸（ ネ

ッ ト・ロ ア ）－『 古 事 記 』・『 グ リ ム 童 話 』・『 世 界 百 人 村 』 

 3.日・英・独 の 最 古 の 説 話 資 料 －『 古 事 記 』・『 ベ オ ウ ル

フ 』・『 ヒ ル デ ブ ラ ン ト の 歌 』  

 4.グ リ ム と 『 子 供 と 家 庭 の メ ル ヘ ン 集 』 の 成 立 事 情  

 5.グ リ ム 童 話 の 文 体 変 遷（ 聞 く メ ル ヘ ン か ら 読 む メ ル ヘ

ン へ ） そ の １ .『 星 の 銀 貨 』  

 6.そ の ２ .『 蛙 の 王 様 』  

 7.西 洋 の 昔 話『 い ば ら 姫 』・『 白 雪 姫 』に つ い て（ バ ジ ー

レ ・ ペ ロ ー ・ グ リ ム ・ ジ ェ イ コ ブ ズ ）  

 8.日 本 の 昔 話『 こ ぶ と り 爺 』に つ い て －『 宇 治 拾 遺 物 語 』、

『 醒 睡 笑 』、 鈴 木 三 重 吉 ほ か 『 日 本 お 伽 集 』  

 9.日 欧 昔 話 比 較 論 － 日 本 の 昔 話『 こ ぶ と り 爺 』と グ リ ム

童 話 『 こ び と の 贈 り 物 』 そ の １ . 説 話 の 起 源 と 伝 播  

10.そ の ２ . 時 代 と 地 域 に よ る ジ ャ ン ル 変 遷  

11.日 欧 伝 説 比 較 論 － 『 世 界 の 龍 ・ ド ラ ゴ ン の 話 』  

12.奈 良 町 の 民 話『 良 弁 杉 』、『 采 女 の 恋 』、『 十 三 鐘 の 石 子

詰 め 』、『 中 将 姫 』、『 餅 飯 殿 の 由 来 』、『 蓮 長 寺 の 竜 』ほ か 。  

13.現 代 民 話 と 電 網 文 芸 と ケ ー タ イ 小 説 （『 消 え た ヒ ッ チ

ハ イ カ ー 』・『 電 車 男 』・『 恋 空 』）  

14.伝 承 の 語 り 手 と 現 代 の ス ト ー リ ー テ ー ラ ー  

15.試 験  

 

【 評 価 方 法 ・ 基 準 】  

毎 回 の 授 業 出 席 カ ー ド (授 業 の 感 想 ・ 質 問 等 記 入 ） 30％  

数 回 の 小 レ ポ ー ト                        30％  

最 終 試 験 （ 小 論 文 形 式 の 記 述 テ ス ト ）            40％  

 

【 テ キ ス ト 】  

竹 原 威 滋 著『 グ リ ム 童 話 と 近 代 メ ル へ ン 』（ 三 弥 井 書 店 ）。

ま た プ リ ン ト 教 材 も 適 宜 、 配 付 す る 。  

 

【 参 考 書 ・ 履 修 上 の 注 意 事 項 等 】  

参 考 文 献 リ ス ト は 、 竹 原 の ホ ー ム ペ ー ジ に て 公 開 : 

http://mailsrv.nara-edu.ac.jp/~takehat/bunken1.htm 

授 業 は 講 義 方 式 で あ る が 、 対 話 形 式 も 採 り 入 れ る の で 、

学 生 諸 君 の 積 極 的 な 参 加 を 望 む 。  


